
 

 

 

 

 

 

 

特別ボーナスを出す条件 
 
アメリカで出版された本を読んでいたら、とても興味深い文章があ

りました。 
 
アメリカで金融サービス業を本業とするＡ社は、創業以来業績をあ

げていました。ところが従業員が徐々に増えていき、250人になった
頃から社内の仕事の進みぐあいが遅くなり、これが原因で業績が低下

し始めました。 
 
Ａ社の社長は、利益性を良くするためにいろんな対策を実行しまし

たが、どれも良い結果は出ません。 
 
何か良い方法がないかあれこれ考えていたとき、良い考えが浮かん

だそうです。 

その考えとは、従業員全員がそれぞれ自社の従業員全員のフルネー
ムと、趣味など得意にしているものを覚えてもらう。 
 
もし４カ月間でこれができたら、全員に１カ月分の特別ボーナスを

出す。しかし誰か１人でもこれができなかったら、ボーナスは出さな
いというものでした。 
 
社長からこのプランが発表されると、社内はハチの巣をつついたよ

うな大騒ぎになりました。 
 

会社であったとしても従業員が250人もいると、仕事の関係で全く

接触がないので、名前を知らない人が何人もいます。 
そればかりか、人の名前を覚えるのが不得手な人も何人もいるので

全従業員の名前をフルネームで覚えた上に、その人の趣味や得意とし
ているものまで覚えるのはとても難しくなります。 
 
皆はどうしたでしょうか。 

 

名前を知らない人が多い課に行き、昼の食事を一緒にしながら、名
前を覚えるようにしたそうです。 
 
人の名前を覚えるのが不得手な人は、同じ課に２度も３度も行って

一緒に昼食をとるようにしました。 
 
もちろん仕事が始まる前、早目に会社に行き、別の課に行っては話

をするばかりか、仕事が終わったあとも同じようにする人が何人もい

ました。 
 
さて４カ月後の結果はどうだったか。 

 
全員合格し、めでたく特別ボーナスを受け取りました。 

 
大事になるのはこのあとです。 

 

全員の名前を覚えるため、別の課の人と一緒に昼食をとったり朝早
く会社に行き、別の課の人々と挨拶をしたり身の上話をしたりしたこ
とで、社内の人間関係がとても良くなりました。 
 
これによって部ごとや課ごとにあった、見えない対立や壁が氷解し

たばかりか、会議の回数がとても少なくなりました。 
コミュニケーションを良くすることには、相手の名前をフルネーム

で覚え、しかもその人の趣味や得意としているものを知ることが、と
ても大きなウエイトを占めているのです。 
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これらにより、頭打ちになっていた業績は好転したことで特別ボー

ナスとして出した経費は十分もとがとれたばかりか、大きなおつりも
できたそうです。 
 
従業員が30人以下のときにはこうしなくても、全員の名前や趣味

等は解っていますが、従業員が100人を超すと、名前は知っていても
趣味などについては知らない人も出てきます。 
 

仕事を円滑に進めるのに、最も有効な方法は意外に簡単なことだっ
たのです。 
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